
　令和３年４月　改訂　



・分流式下水道一般布設図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１

・合流式下水道一般布設図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

・管渠布設竣工図記載例・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

・掘削および土留工施工基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

・建込み簡易土留工施工基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

・埋戻施工基準・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７

・円形管（遠心力鉄筋コンクリート）・・・・・・・・・・・・・・・・１－１

・下水道用硬質塩化ビニル管、卵形管、強化プラスチック複合管・・・・２－１

・マンホール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３－１

・ますおよび取付管・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４－１

目　　　　次









下水道工事竣工図記載例補足

①　3点オフセット測定する。

１　マンホールの位置

④　マンホール間距離　　単位：ｍ、小数点以下第2位

①　道路官民境界の両側直角方向を測定する。

②　交差点付近は角3点オフセット測定する。

③　単位：ｍ、小数点以下第2位

⑤　起点マンホールの表示は　　　　　とする。

⑥　段差付きマンホールの表示（　　　）は使用しない。

(インバート　高さと合っている方) (段差のある方)

⑦　頂点ふるい分けマンホール

　　※竣工図凡例には、段差付きマンホールとなっている。

MH

⑧　塩ビマンホールの記入方法

　　塩ビマンホールは、 V　とし、凡例欄にも記入する。

２　曲管の位置

15°　25.30

②　角度（整数止め）、上流マンホールの中心からの距離を記入する。

３　ますの位置

①　施設基準の記載例のとおりとする。

②　深さが80cmを超える場合は、深さを記入する。

③　ますを楕円マンホールとした場合、０号マンホール表示 60 でなく、

　　楕円マンホール表示　　　とし、凡例欄にも書き加える。

④　家屋所有者または、事業所名を記入する。

⑤　ますのオフセットについて
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※ますの位置表示は最上流マンホールの

中心から支管の位置までの延長をいう。

ますの位置ではないので注意すること。

この場合最上流部のますの表示は

〇150  2.00  0.00

となる。

〇

L L

⑥　取付管の延長下水道本管中心より、ますの内法線までの水平距離とする。

×

３　管の記入

①　管の勾配は施工実測値とする。　　単位：‰　小数点以下第2位

②卵形管きょは見間違わないように角を付ける。▽

４　道路名

①　国道・県道の場合は、道路名を記入する。

②　市道の場合は路線番号を記入する。
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改良土B一層

改良土

改良土

管の天端30cmまでは、管に衝撃を与えないよう注意しながらバックホウにより

地上より1ｍ程度まで埋戻し・転圧を完了後(最低埋戻し高管頂60cm)、改良土を約20cm

位投入し、矢板を1枚飛びに引き抜きながら、矢板と地山との間の隙間を充填する。

(崩壊性の高い地山等の場合は、監督員と協議のこと)

路体の仕上り厚は20cm以下、路床の仕上り厚は20cm以下とし、各層ごとにタンパ等で

十分に突き固める。タンパの締め固め回数は一層5回以上とする。

しないように接合部に近い位置で図のように

杭と番線を用いて管を仮固定する。

芯出し後、管側部を埋め戻す際、管が移動

杭 番線

杭による管の仮固定

埋 戻 し 施 工 基 準
改

良
土

B
改

良
土

A 3
00

（
路

床
部

）
（

路
体

部
）

10
00

以
上

機械による投下落下高は1.5ｍ以下とする。(高規格道路は監督員の指示による)

一層ごとにタンパ、木タコにより十分締め固めること。

管頂30cm埋戻し完了後、管底高の出来形管理を行う。
改良土A・・・粒径20mm以下

改良土B・・・粒径20mm超え

投入し、人力により両側同時に埋戻し一層の厚さが20cmを超えない範囲で
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（軽量鋼矢板使用時）

改良土B 呼び径 D(㎜) ｔ(㎜) K(㎜) ｂ(㎜) ｈ(㎜) Ａ(㎜)

管体積

(m
3
/m)

改良土基礎

(m
3
/m)

A埋戻体積

(m
3
/m)

75 89 5.9 850 750 100 489 0.006 0.075 0.335

100 114 3.1 850 750 100 514 0.010 0.075 0.352

150 165 5.1 900 800 100 565 0.021 0.080 0.408

200 216 6.5 950 850 100 616 0.037 0.085 0.463

250 267 7.8 1,000 900 100 667 0.056 0.090 0.521

300 318 9.2 1,050 950 100 718 0.079 0.095 0.580

350 370 10.5 1,100 1,000 100 770 0.108 0.100 0.639

改良土A 400 420 11.8 1,150 1,050 100 820 0.139 0.105 0.699

450 470 13.2 1,200 1,100 150 920 0.173 0.165 0.766
ｔ

500 520 14.6 1,250 1,150 150 970 0.212 0.173 0.828

600 630 17.8 1,350 1,250 150 1,080 0.312 0.188 0.958

取付管

ｈ 呼び径 D(㎜) ｔ(㎜) K(㎜) ｂ(㎜) ｈ(㎜) Ａ(㎜)

管体積

(m
3
/m)

改良土基礎

(m
3
/m)

A埋戻体積

(m
3
/m)

100 114 3.1 700 700 100 514 0.010 0.070 0.280

150 165 5.1 700 700 100 565 0.021 0.070 0.305

改良土Aおよび改良土基礎は粒径20mm以下、改良土Bは粒径20mmを超えるものとする

下水道用硬質塩化ビニール管布設構造図

ｂ

K

改良土基礎

3
0
0

D
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（軽量鋼矢板なし）

改良土B 呼び径 D(㎜) ｔ(㎜) K(㎜) ｂ(㎜) ｈ(㎜) Ａ(㎜)

管体積

(m
3
/m)

改良土基礎

(m
3
/m)

A埋戻体積

(m
3
/m)

75 89 5.9 750 750 100 489 0.006 0.075 0.286

100 114 3.1 750 750 100 514 0.010 0.075 0.300

150 165 5.1 800 800 100 565 0.021 0.080 0.351

200 216 6.5 850 850 100 616 0.037 0.085 0.402

250 267 7.8 900 900 100 667 0.056 0.090 0.454

300 318 9.2 950 950 100 718 0.079 0.095 0.508

350 370 10.5 1,000 1,000 100 770 0.108 0.100 0.563

改良土A 400 420 11.8 1,050 1,050 100 820 0.139 0.105 0.618

450 470 13.2 1,100 1,100 150 920 0.173 0.165 0.674
ｔ

500 520 14.6 1,150 1,150 150 970 0.212 0.173 0.731

600 630 17.8 1,250 1,250 150 1,080 0.312 0.188 0.851

ｈ

改良土Aおよび改良土基礎は粒径20mm以下、改良土Bは粒径20mmを超えるものとする

K

下水道用硬質塩化ビニール管布設構造図

3
0
0

D

A

改良土基礎

ｂ
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1スパン延長　L=70ｍ以下

1スパン延長　L=70
ｍ以下

R=5ｍ
以
上

曲率半径が5ｍ以上の場合は最大45°まで使用可能

R=600mm程
度

曲率半径が600mm程度の場合は最大15°まで使用可能

・1屈曲当たりの最大屈曲角(平面屈曲、縦断屈曲共通)は、曲率半径が600mm程度の

・曲管の採用により、著しい維持管理性の低下を招かないこと。

・上流部に閉塞の原因となる油脂や土砂の大量流入が予測される施設がないこと。

　場合は最大15°、曲率半径が5ｍ以上の場合は最大45°を目安とする。

・1スパン内の屈曲数は原則2箇所まで、かつ1スパンの延長は70ｍ以下とする。

・防災計画等において、重要な路線ではないこと。

15°曲管

45°曲管

1スパン内2箇所まで使用可能

・曲管使用箇所は位置が分かるよう竣工図に明示すること。

曲 管 使 用 基 準 ( 塩 ビ 管 )





マンホール設置基準

マンホールはつぎの各項を考慮して定める。

　１．マンホールは、下水管きょの起点及び方向、こう配又は管径の変わる箇所、管きょの合流接続（取付け管を除く）

　　　する箇所、段差の生ずる箇所、並びに維持管理のうえで必要な箇所に設ける。

　２．マンホールは、下水管きょ直線部においても管径により、つぎの範囲内の間隔をもって設ける。

管　径(㎜) 600以下 1,000以下 1,500以下 1,500超え

最大延長(ｍ) 75 100 150 200

　　　但し推進工法及びシールド工法等による管きょなどの場合、現場の状況等に応じて、適宜、間隔を広げることが

　　　できる。

　３．下水管きょ階段接合する場合には、段差を生ずる箇所にかならずマンホールを設け、段差60㎝以上の場合は、副管

　　　付きマンホールとし、分流式雨水管の場合、副管を使用しないのを通例をとする。

　４．分流式雨水管のマンホールは泥溜め深30㎝を標準とする。

　５．マンホール蓋の据付け高さについては次表のとおりとする。

道 路 種 別 管理規格値

車道 0～-5㎜

歩道 0㎜



塩ビ管・強化プラスチック複合管 ヒューム管

1 号マンホール 内径90㎝円形
管の起点及び600㎜以下の管の中間点並びに
内径500㎜以下の管の会合点。

管の起点及び500㎜以下の管の中間点並びに
内径400㎜以下の管の会合点。

2 号マンホール 内径120㎝円形
内径900㎜以下の管の中間点及び内径600㎜
以下の管の会合点。

内径800㎜以下の管の中間点及び内径500㎜
以下の管の会合点。

3 号マンホール 内径150㎝円形
内径1,200㎜以下の管の中間点及び内径800
㎜以下の管の会合点。

内径1,100㎜以下の管の中間点及び内径700
㎜以下の管の会合点。

4 号マンホール 内のり190×190㎝角型
内径1,500㎜以下の管の中間点及び内径900
㎜以下の管の会合点。

内径1,200㎜以下の管の中間点及び内径800
㎜以下の管の会合点。

5 号マンホール 内のり210×210㎝角型
内径1,800㎜以下の管の中間点及び内径
1,200㎜以下の管の会合点。

内径1,500㎜以下の管の中間点及び内径
1,100㎜以下の管の会合点。

6 号マンホール 内のり250×250㎝角型

楕円マンホール 内のり60×90㎝楕円

塩ビマンホール 内径30㎝円形

特殊マンホール 上記以外のもの

副管付マンホール 各種マンホールに準ずる

レジンマンホール 内径90㎝円形
腐食が予想される箇所(圧送管の吐口等)。
600㎜以下の管の中間点並びに内径450㎜以
下の管の会合点。

腐食が予想される箇所(圧送管の吐口等)。
500㎜以下の管の中間点並びに内径400㎜以
下の管の会合点。

他の埋設物等の関係等で1号マンホールが設置できない場合。

内径250mm以下の管の起点および屈曲点

上記以外の寸法で設置できない異形なマンホール。
(寸法記入)

管きょの段差が0.6ｍ以上となる場合。
（分流式下水道汚水、合流式下水道）

内径2,200㎜以下の管の中間点。

マ　ン　ホ　ー　ル　の　種　類

用　　　　途

呼　び　方 記　号 形 状 寸 法

4

5

6

v



※流入・流出口は2cmの段差を付けること。
　ただし、90°曲りの場合は5cmとする。























流入管流入管

マンホール用可とう継手 マンホール用可とう継手

内副管マンホール継手

(貼付型)

内副管マンホール継手

側面図 正面図正面図

(躯体貫通型)

Ａタイプ Ｂタイプ

固定バンド

内副管マンホール継手

(貼付型)

固定バンド

内副管マンホール継手

(躯体貫通型)

本管径に対する副管径

マ ン ホ ー ル 内 副 管 標 準 構 造 図

固定バンド

(1ｍ当たり1箇所程度)

直管

90°曲管

固定バンド

(1ｍ当たり1箇所程度)

90°曲管

直管
本管径

副管径

Aタイプ Bタイプ

φ150

φ200

φ250

φ300

φ350

φ400

φ500

φ450

150～250

150～300

150

200

－

－

－

－

－

－

－

－

100～150 100～150

150～200

200～250
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マンホール部均しコンクリート構造図

マンホール鉄蓋

型枠　1.24×4×0.1=0.50㎡

コンクリート 1.22×0.10＝0.12m3

コンクリート打設厚　t＝100mm

2

8
0
0

3
0
0

6
4
0

1
2
4
0

3
0
0

300 640 300

1240

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設面積 1.24×1.24－(0.64÷2)×π＝1.22㎡

１号マンホール
塩ビマンホール

200 200400

800

コンクリート打設厚　t＝100mm

2

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設面積 0.8×0.8－(0.4÷2)×π＝0.51㎡

コンクリート 0.51×0.10＝0.05m3

型枠　0.8×4×0.1=0.32㎡

砂利道にマンホールを設置する場合に適用する。
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空 気 弁 設 置 工 標 準 図

下水道管(VPφ75) 下水道管(VPφ75)

メカチーズF型 φ75×φ75

離脱防止機能付

13
0

5
0

11
0

土
被

り
 
1.

0ｍ 3
00

30
0

80mm程度偏心

側 面 図

平 面 図

本管径75mm

60
0

75
0

Y号マンホール

離脱防止機能付

下水道管(VPφ100)

メカチーズF型 φ100×φ75

下水道管(VPφ100)

下水道用空気弁 φ75下水道用空気弁 φ75

Y号マンホール

80mm程度偏心

75
0

本管径100mm

側 面 図

平 面 図

13
0

5
0

11
0

土
被

り
 
1.

0ｍ 3
00

30
0

底版

(1号マンホール用)

底版

(1号マンホール用)

60
0

参考図





ます・取付け管

１．雨 水 ま す

（１）位　置 雨水ますの位置は、歩車道区分のある場合はその境の車道側とし、歩車道区分のない場合は道路
と民有地との境界付近に設ける。なお、路面排水の雨水ますの間隔は２０～３０ｍの範囲とする。

（２）構　造 構造はいずれも鉄筋コンクリート製とし、底部に泥だめを設ける。
（３）ふ　た ふたはＬ型側溝の場合はダクタイル鋳物製を標準とし、特殊雨水ますの場合はグレーチングを使

用する。

２．分流式公共汚水ます

（１）位　置 汚水ますの位置は民有地で官民境界から１ｍ以内に設ける。
（２）形状及び大きさ

円形とし、内径２０cmとする。
（３）構　造 構造は塩化ビニル製とし、底部にはインバートをつける。
（４）ふ　た うちふたは塩化ビニル製とし、保護ふたは鋳物製とする。

３．取 付 け 管

（１）　取付け管は内径１５０㎜または１００㎜下水道用硬質塩化にビニル管とする。
　　　　布設方向は原則、本管に対して直角とし、本管取付け部は塩化ビニル製支管を用いて接合する。







改良土基礎

内蓋

基礎ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

ます立管VU200mm

塩ビ製公共汚水ます

受口プラグ(3方向)

1
0
0

8
0
0
(
標

準
)

700

汚水ます構造図（標準型）
（分流式、塩ビ製公共汚水ます）

長岡市型デザイン蓋

Ａ　型 Ｂ　型

1
0
0

1
7
0

4
0
m
m
程

度
7
0
0長岡市型

ﾃﾞｻﾞｲﾝ蓋

50

ＦＣＤ－６００

ＦＣＤ－６００

鉄　　蓋

受　　枠

基礎ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RCφ40)

改 良 土 基 礎

材　　料　　表

0.05m3

0.20m2

(沈下防止番付)
保護鉄蓋(T-14)

※現場条件により、
Y型も可
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改良土基礎

内蓋

基礎ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

塩ビ製公共汚水ます

1
0
0

8
0
0
(
標

準
)

700

汚水ます構造図
（分流式、塩ビ製公共汚水ます）

長岡市型デザイン蓋

Ａ　型 Ｂ　型

1
0
0

1
7
0

4
0
m
m
程

度
7
0
0長岡市型

ﾃﾞｻﾞｲﾝ蓋

50

ＦＣＤ－６００

ＦＣＤ－６００

鉄　　蓋

受　　枠

基礎ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RCφ40)

改 良 土 基 礎

材　　料　　表

0.05m3

0.20m2

(沈下防止番付)
保護鉄蓋(T-14)

（フリーインバート型）
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２

（最大掘削深2.00m以上の場合）



可とう性継手　　　　　

内副管用継手


